
「
伝
鎌
倉
古
道
」
の
保
全
は
今
で
あ
る 
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町
田
市
小
野
路
町
は
、
武
蔵
国
国
府
の
府
中
か
ら
、
相
模
国
に
接
す
る
中
間
に
あ
る
。
現

在
は
、
小
野
路
の
別
所
に
幅
二
八
メ
ー
ト
ル
の
鎌
倉
街
道
が
抜
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

古
い
鎌
倉
街
道
を
鎌
倉
古
道
と
い
う
。
小
野
路
の
宿
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
能
の
演
目
で
、
現
在
は
廃
能
に
な
っ
て
い
る
「
横
山
」
に

小
野
路
の
地
名
が
登
場
す
る
。 

「
横
山
」
は
、
室
町
時
代
に
世
阿
弥
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物

の
主
役
横
山
十
郎
春
尚
は
、
武
州
小
野
地
（
路
）
の
庄
を
所
領
し
た
鎌
倉
武
士
と
さ
れ
て
い

る
。
能
に
小
野
路
の
地
名
が
出
る
こ
と
は
、
小
野
路
の
里
は
、
当
時
広
く
人
に
知
ら
れ
た
場

所
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
鎌
倉
古
道
は
小
野
路
宿
を
通
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
野
路
宿
の
道
に
添
っ
て
小
野
路
川
が
流
れ
て
い
て
、
大
雨
が
降
る
と
氾
濫
し
て
通
行
が
不

能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
水
が
引
い
た
あ
と
は
ぬ
か
っ
て
沼
地
の
よ
う
に
な
り
、
足
場
が
悪
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
小
野
路
宿
を
迂
回
し
た
宿
の
裏
山
に
並
行
し
た
道
が
も
う

一
本
あ
る
。
こ
の
裏
山
の
尾
根
道
は
、
自
然
発
生
的
に
で
き
た
道
で
、
宿
通
り
よ
り
古
い
道

と
考
え
ら
れ
る
。
尾
根
道
な
の
で
水
は
け
が
よ
く
大
雨
が
降
っ
て
も
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
尾
根
道
は
、
町
田
市
域
で
は
、
小
野
路
の
妙
桜
寺
前
か
ら
、
蓑
口
バ
ラ
園
の
入
り
口

を
通
り
、
関
屋
の
切
り
通
し
か
ら
宿
の
裏
山
を
抜
け
、
小
野
路
保
育
園
の
脇
を
下
る
。
こ
の

場
所
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
の
時
に
崖
が
崩
れ
、
一
六
枚
く
ら
い
板
碑
が
発
見
さ
れ
た
。
小
野

路
保
育
園
脇
か
ら
、
新
屋
敷
の
「
か
ま
く
ら
橋
」
を
渡
り
、
野
津
田
公
園
を
抜
け
、
華
厳
院

坂
を
下
り
、
芝
溝
街
道
、
鶴
見
川
を
横
切
っ
て
右
折
す
る
。
そ
の
あ
と
、
石
阪
家
の
裏
を
登

っ
て
、
鎌
倉
井
戸
（
七
国
山
）
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
下
っ
て
今
井
谷
戸
に
出
て
、
現
在
の
鎌

倉
街
道
を
通
り
、
本
町
田
の
菅
原
神
社
（
本
殿
の
裏
の
道
）
に
出
る
。
小
野
路
、
野
津
田
、

山
崎
、
本
町
田
ま
で
、
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
鎌
倉
古
道
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。 

鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
た
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
か
ら
七
十
年
た
っ
た
応
永
十
年
に
小
野

神
社
に
宮
鐘
が
寄
進
さ
れ
た
。
鐘
銘
に
よ
る
と
、
旅
人
の
交
通
祈
願
の
た
め
に
、
朝
夕
に
鐘

を
撞
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
は
な
く
て
も
、
小
野
路
の
宿
が
機
能
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
宮
鐘
は
、
両
上
杉
の
戦
い
で
文
明
年
間
に
持
ち
去
ら
れ
た
と
伝
承

さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
神
奈
川
県
逗
子
市
沼
間
の
海
宝
院
に
あ
る
。
小
野
神
社
に
は
、
そ

の
複
製
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。 

町
田
市
が
市
制
を
施
行
し
た
昭
和
三
三
年
の
人
口
は
、
約
六
万
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

衛
星
都
市
の
住
宅
地
建
設
の
た
め
に
、
急
激
な
宅
地
造
成
が
行
わ
れ
、
現
在
の
人
口
は
、
約

四
三
万
人
と
な
り
七
．
一
六
倍
と
な
っ
た
。
こ
の
宅
地
造
成
か
ら
逃
れ
、
現
在
町
田
市
に
お



い
て
、
約
六
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
、
鎌
倉
古
道
が
残
っ
て
お
り
、
鎌
倉
古
道
の
尾
根
道
は
、
約

五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
あ
ま
り
手
が
入
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
奇
跡
に
近
い
。 

国
分
寺
市
は
、
平
成
四
年
二
月
に
重
要
史
跡
と
し
て
、「
伝
鎌
倉
街
道
」
と
し
て
一
二
〇
メ

ー
ト
ル
を
文
化
財
に
登
録
し
て
い
る
。 

私
は
、
鎌
倉
古
道
を
末
永
く
保
存
す
る
た
め
に
は
、
古
道
と
そ
の
周
辺
を
ま
ず
文
化
財
に

指
定
し
、
将
来
は
、
東
京
都
か
町
田
市
が
歴
史
環
境
保
全
区
域
と
し
て
、
環
境
整
備
を
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
鎌
倉
古
道
の
小
野
路
町
の
一
部
、
野
津
田
公
園
の
部
分
、

華
厳
院
坂
の
一
部
、
七
国
山
緑
地
保
全
地
域
は
、
町
田
市
の
所
有
地
で
、
外
の
地
域
は
民
地

で
あ
る
。
民
地
は
、
相
続
な
ど
で
第
三
者
に
売
却
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
バ
ブ
ル
の
前
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
多
く
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
将
来
は
人
口
が
減
少
す
る
。
先
日
の

新
聞
に
は
、
西
暦
二
〇
五
〇
年
に
は
日
本
の
人
口
が
一
億
人
を
切
る
と
の
予
想
が
発
表
さ
れ

た
。
今
後
の
開
発
が
低
迷
し
、
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
現
在
、「
鎌
倉
古
道
を
保
存
す
る
」
時

が
き
た
と
思
う 
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